研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　南山苑　　　　　職　種　介護福祉士　　　　　　　氏　名　谷地　奈津子

	期　　間　　平成２０年　８月２０日　～　平成　　年　　月　　日

	出張目的　第３６回　日本精神科病院協会　精神医学会　２日目

	出 張 先　「盛岡市民ホール」及び「いわて県民情報交流センター」

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

　今まで老健大会以外の学会発表に参加することは初めてでした。全国精神医学会ということでもう少し大きな規模の学会と思っていましたが、わりかし中規模であることに少し驚きました。印象的だったのは、アイーナ４階に掲示してあったアート展示ですが、斬新な建物の写真や作品であり、個人的に興味をそそられるものでした。青仁会にも石の彫刻などがあり、似たような感じであり、自分もやってみたい事であり、患者様へのプログラムと考えると目的を持って、活き活きできる取り組みであると感じました。続いて参加したのは“メンタルヘルスと地域行政”のシンポジウでした。“地方公務員のメンタルヘルス”の講演について、職場のメンタルヘルス対策が必要とされていた。メンタルヘルスは仕事量だけでは決まるものではなく、適合する職場であるかどうかや人間関係も関連するということでした。地方公務員のみにいえることではなく、どこにでも言えることであり、職員のちょっとした変化や、悩みを溜めているサイン、周囲との関係がどうか気をつけて分析をもっとしていかなければならないと感じました。また一人一人のタイプを見極めていくことも重要であり、求めるラインを個々に分けることや、言い方・接し方も気をつけようと感じました。

リハビリテーションプログラム・レクリエーションについての演題が多かった。その中では認知症高齢者へのドールセラピーの導入や農作業、誕生会・アロマテラピーの実施などの発表があり同じような取り組みであり、自分達の演題発表の内容も振り返ればたくさんあるんだなということを実感しました。

次の研究発表としては、排泄コストの分析から排泄ケアの改善や、行事の取り組み・効果などを研究していこうかと感じました。

　１日目にスライド発表が集中し、２日目はシンポジウム・ポスター発表であった為、もう少し２日目にスライド発表もあれば、楽しめたのではないかと感じました。ポスター発表では、なかなか声が聞き取りにくく、スライドも発表時は見えずらかった為少し残念でした。

＜研修内容＞

①主役になる体験　～病棟において誕生会を実施して～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪府　小阪病院

　平成１８年度より、病棟レクリエーションを週２回実施している。

＜方法＞

　時間：５０分　スタッフ：作業療法士　病棟Ｎｓ　補助　

　実施方法：誕生者の紹介　周囲に主役の意識付け　誕生歌　プレゼント　体操・歌　感想

＜参加人数＞

　月平均実施回数　３．１７回　　月平均参加人数　21.39人

＜結果＞

　プログラム別人気投票は４位　主役となる日を作ることで、活き活きできる時間を提供することができた。

②認知症患者の看護　ドールセラピーを導入した感情機能への働きかけへ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三重県　北勢病院

＜目的＞　

“愛し世話をする対象”、“生活の目的”を回復しようというのが目的

＜方法＞

　認知症であり、入院時から暴力行為・不眠・徘徊が見られていた。食事を楽しみに以前はしていたが、食事を見ても無反応な状態となった。人形を通して関わりを持つことで感情機能に働きかけて。食事への喜びを取り戻そうと取り組んだ。

＜結果＞

　初めのうちは好意を示していたが、次第に全く興味をしめさなくなり拒否するようになった。その後食事への意識がでるようになった。人形を通して他者との関わりが増えたことで日常生活に刺激が増え、人形を拒否するという意思表示や、以前のように食事に対する喜びの言葉を聞くことができた。

③地域との連携

　　　　　　　　　　福島県医療法人慈心会村上病院

　認知症治療疾患病棟のＰＳＷとして業務をしているが、普段どういった機関と連絡、連携をとっているのか、それを示しながら、そこからみえてくるもの、求められていることを検討した。

＜方法＞

　平成２０年１月～平成２０年２月２９日までの１ヶ月間、電話や相談を含め、どの機関や、どの職種と連絡をとったのか、それぞれの回数を記録し比較した。

＜結果＞

　家族との関わりが最も多かった。次いで施設相談員やケアマネージャー等の専門職だった。民生委員とも関わりは少なく、ボランティアグループや当事者団体の地域住民レベルの関わりは全くなかった。

今後の課題は地域行政・住民への情報提供の仕方を検討し、相互理解が可能となる手段やイベントの機会を作っていく。
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